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明日から夏休みが始まります。子供たちには、夏休みにしかできない様々な経験を

し、休みを思い切り楽しんでほしいと思います。さて、１学期を終えるにあたり、「あ

いさつ」「ありがとう」「お手伝い」「家庭学習」について子供たちに聞きました。 
１学期 児童アンケート結果・・・「している」と答えた割合（%） 
項 目 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

すすんであいさつをしている ７７ ８７ ９２ ８６ ９３ ７４ ８４ 

ありがとうを伝えている ８７ ９４ ８４ ６９ ９６ ６９ ８２ 

決まったお手伝いをしている ７１ ７０ ６６ ５８ ７２ ５６ ６５ 

学年×１０分の家庭学習をしている ８０ ７７ ８４ ８２ ８５ ５５ ７６ 

４月の保護者会でも、学校便りでもお伝えしましたが、是非子供たちに「決まった

お手伝い」をさせてください。お手伝いをすると・・・ 
○自己有用感を感じます・・・感謝されることで人の役に立つ嬉しさを感じ、自信が

つきます。 
○段取り力が身に付きます・・・手順を考えて行うことで段取りができるようになり

ます。 
○責任感が育ちます・・・家族の一員としての役割を果たすことで責任感が育ちます。 
○感謝する心が育ちます・・・物事を行う苦労が分かり、感謝できる人になります。 
○生活力が付きます・・・生活をする上での身の回りのことができるようになります。 
先日の保護者会では、「決まったお手伝いをさせるのが大変」と言う声もありまし

た。皆さんが小学生の時にしたお手伝いのことも話しながら、「お手伝いの楽しさ」

も併せてお子さんに伝えてください。 
「あいさつ」「ありがとう」「家庭学習」も習慣になれば素晴らしいです。よい習慣

は一生の宝物です。 
 

９月に子供たち全員の元気な笑顔に会えることを楽しみにしています。 

 


